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つばさ福祉会 30 周年を迎えて 
 

                                社会福祉法人つばさ福祉会 

                                理 事 長  古 川 彰 彦 

 

社会福祉法人つばさ福祉会は「利用者の人権と主体性を尊重し、本人の立場から

の意思決定支援を通じ、個々人に合った本人らしい日常生活の支援」に努めており

ます。おかげさまで、当法人は今年で 30周年を迎えることとなりました。これもひとえ

にご本人やご家族の皆様、法人役員や職員、地域の関係者の皆様方からのご支援

とご協力の賜物と存じます。心より感謝申し上げます。 

 

現在は法人本部ほか 13の社会福祉事業を運営し、毎日 100名を超える障がい

ある方々が各事業所に通所され、その他の福祉サービスの利用登録者は 1,000人

を超えております。これも地域の福祉支援を必要とされる方々と共に活動し、実現し

た信頼の賜物と存じます。 

 

振り返れば、平成 2年に小規模作業所「父の夢」が設立され「どんなに障がいが重

くても、日中の活動の場を保障する」という理念と情熱のバトンタッチが、現在も受け

継がれています。平成 7年 7月 7日につばさ福祉会は法人認可を受け、そしてこの

30周年を迎えたわけです。平成 8年に「父の夢」が設立され、その後「おおぞらの

夢」や「新おおぞらの夢」、「ニコの夢」、「カラーの夢」、そしてその他の福祉事業を展

開し、現在に至っています。これも、利用者、家族、法人の役員やスタッフの方々、後

援会の方々、地域や行政の皆様方からのご協力なくしてはありえません。本当に心

から感謝申し上げます。 

 

つばさ福祉会の理念は、「1人の人間として地域で当たり前に、本人の立場からの

福祉支援を受けながら、自立生活できる社会づくり」です。「福祉は人」で成りたって

います。利用者や家族の皆様方の願いや夢は「人から人への福祉のバトンタッチ」が

できるのです。障がいがあってもなくても、誰もが生き生きと生活できる。そんな地域

共生社会を皆様方と一緒に実現していきましょう。 

 

最後に、これまで社会福祉法人つばさ福祉会を支えていただきました皆様へ謹ん

で御礼申し上げます。今後より一層のご指導とご鞭撻よろしくお願いいたします。 

 


